
感染経路：アザミウマ類（ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ、ﾋﾗｽﾞﾊﾅｱｻﾞﾐｳﾏ等)により媒介

種子、土壌伝染は起こらず、管理作業による伝染はほとんどない

特徴的な症状：葉の発生する輪紋症状、芯先の葉に黄化・モザイク症状発生し成長点が枯死

TSWV発生時の対策

１．ウィルス症状については指導員・普及員に確認、報告してください。

２．症状が出た株は抜根し、茎葉は肥料袋等にいれ密閉してください。

 3．密閉した株を処理する際は外に放置せず、土に埋める、ビニールを

　　かける等、外の雑草に虫がうつらないよう対策してください。

特徴的な葉の輪紋（わっか）症状

生産者の皆様へ

トマト黄化えそウィルス（ＴＳＷＶ）が県内で発生しています！

初期症状 中期症状 末期症状

気になる症状がある方は下記まで連絡ください

JA西都 営農指導課 ℡0983-35-4127

児湯農業改良普及センター ℡0983-43-2311

文書取扱い：JA西都 営農指導課

果実のモザイク症状

※果色に濃淡ができるR4産での発生症状


